
「いばらき自治体クラウド基幹業務運営協議会」の体制

【協議会の体制】（平成28年度） ※1年交代

○会 長（常陸大宮市 情報主管担当課長）
○副会長（五霞町情報主管担当課長）
○副会長（那珂市 情報主管担当課長）
○副会長（かすみがうら市 情報主管担当課長）
※事務局（会長市町の情報主管担当）

○プロジェクトチーム
・リーダー（会長町の情報主管課担当）
・メンバー（リーダー以外の情報主管課担当）

○アドバイザー（茨城県情報政策課担当）

○専門部会（各業務へ４市町の業務主管課担当）
・住民業務 ・税業務 ・福祉業務 ・総合業務

○分科会（WG）
・各業務のｼｽﾃﾑ毎に４市町の業務主管課担当

（住民業務）
住民基本台帳、印鑑登録
５WGなど

（税業務）
固定資産税、個人住民税
８WGなど

（福祉業務）
介護保険、障害者福祉
７WGなど

（総合業務）
選挙投票管理、学齢簿
４WGなど
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この運営協議会の特長１
フットワークの軽い組織

この運営協議会の特長２
県が引き続き支援



後乗りを受け入れる体制づくり

ノンカスタマイズ構築
であれば、後乗りもし
やすい

先行自治体

運営協議会要綱、協定書に後乗
りを受け入れできるように明記

後乗り自治体は、
準備に要する時
間や職員負担が
軽減できる。
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後乗り



調達業務：３３業務（住基・税・福祉業務全般）
№ システム名 № システム名 № システム名

１ 住民基本台帳 11-2 総合滞納 22 児童扶養手当

1-2 住基ネット連携 12 課税資料イメージ管理 23 保育料

2 印鑑登録 13 家屋評価 24 学童保育管理

3 選挙投票管理 14-1 国民健康保険(資格) 25 学齢簿業務

3-2 裁判員制度 14-2 国民健康保険(賦課) 26 公営住宅管理

4 住登外管理 14-3 国民健康保険(給付) 27 畜犬管理

5 個人住民税 14-4 国民健康保険(国保滞納対策) 28 下水道受益者負担

6 法人住民税 15 国民年金 29 農業行政

7 軽自動車税 16 後期高齢者医療 30 健康管理

8 固定資産税 17 介護保険 31 自動交付機

9 電子申告支援 18 障害者福祉業務 32 外字管理

10 申告受付支援 19 障害者自立支援 33 総合窓口

11 収滞納管理(収納) 20 医療費助成(マル福) - コンビニ収納

11-1 収滞納管理(滞納) 21 児童手当 - クレジット収納
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公募型プロポーザルによる調達
期 日 内 容 特 長

H２５年４月３０日 公告（４市町のＨＰ掲載）

６月～７月 技術提案等の提出のあった三社
を総合評価方式により選定

・業務機能評価
・価格評価
・デモンストレーション評価

・プレゼンテーション
技術提案書評価

７月１０日 結果公表（４市町のＨＰ掲載）

業務機能要件は、RFIから何
回もシステム担当者が確認。

システムを扱う職員が良い
パッケージを評価選定。

デモは、４市町会場それぞれ
実施。評価以外職員も参加。

プレゼン評価では、番号制度
対応も重要視した。
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公募型プロポーザル時の業務機能要件パッケージ度
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◎：改修無で実装可能

●： H25年度中に実装見込

○：代替案

△：改修要

×：対応不可

９５．６８%

0.54%

3.66% 0.12%

業務機能要件では、△改修必要、×対応不可が全体の0.12％
（H24.12月RFI平均約5.2％）であった。パッケージが進化
していることを確認→ノンカスタマイズ構築への自信



ノンカスタマイズ構築実現に向けて
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４市町業務担当が集まっ
て話すことによって、業
務確認、業務改善に展開

自治体クラウド移行に向けた
業務機能要件定義（フェーズ１）の状況

分科会２５WG８９回予定
→２カ月３９回で完了

全３，０６９機能を確認
便利機能等１２５
→レベルアップ、代替え提案、
稼働後検討等実施


